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イントロダクション

QIAGENがお届けするソリューション：

■■  miRNA精製   

miRNeasy Kitsおよび PAXgene® Kitsを用いて高品質トータル RNA
（miRNAを含有）の精製

■■  miRNA発現プロファイリング   

 miScript ™ miRNA PCR Arraysを用いて全 miRNomeやパスウェイに
特化した miRNAパネルの迅速な網羅的発現解析

■■  miRNAの生合成および制御研究   

miScript PCR Systemを用いて mature miRNAs（miScript Primer Assays
使用）、precursor miRNAs（miScript Precursor Assays使用）、mRNA
ターゲット（QuantiTect® Primer Assays使用）の同時定量

■■  miRNA機能解析   

 miScript miRNA Mimics、Inhibitorsや Target Protectorsを用いて
miRNA機能を効果的に研究

miRNAの生合成から miRNomeのプロファイリングまでを
カバーする miRNA研究

microRNAs（miRNAs）は様々な生物に存在する noncoding RNA（約 22ヌクレオチド）で、転写後遺伝子制御に関与
しています（図 1）。miRNAは発生や分化、細胞シグナリング、感染応答を含む多くの生物学的なプロセスにおいて重
要な役割を果たしています。miRNA発現の調節異常が、がんを含むいくつかの疾病プロセスの原因あるいは指標である
ことを膨大な証拠は示唆しています。血清や血漿中を循環している miRNAが検出可能で、疾病の結果としてそれらの 
発現が変動するという発見は、循環 miRNAの発現レベルが疾病診断や予防のバイオマーカーとして使用できる大きな
可能性を提示しています。

性能の高いテクノロジーおよび製品を確保することは miRNA研究成功の鍵になります。QIAGENは miRNAの精製、 
定量および機能研究に必要なツールを全てお届けします。また、遺伝子、パスウェイに関する多数の貴重な情報および

バイオインフォマティクス・ツールをQIAGENのGeneGlobe®のポータルサイト（www.qiagen.com/GeneGlobe）で検索・
収集でき、同時に miRNAに特化した製品のご注文も可能です。
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図 1. miRNA生合成パスウェイ 
まず核内で転写された長い primary miRNAs（pri-miRNAs）は、Drosha–DGCR8により処
理され precursor miRNA stem loops（pre-miRNAs）に変換される。pre-miRNAは Exportin-
5-Ran-GTPにより核内から細胞質へ輸送され、さらに Dicer–TRBPによるプロセッシングを
受け、約 22 ntの mature miRNAとなる。これらの mature miRNAは RISC（RNA-induced 
silencing complexes）の構成成分である Ago2と結合し取り込まれる。RISCに組み込まれ
た miRNAは標的 mRNAの 3'非翻訳領域に結合し、その結果、転写後遺伝子発現が制御
される。mRNAの分解（標的 mRNAと完璧あるいはほぼ完璧な相補性がある場合）、ある
いは翻訳制御／ mRNAの不安定化（標的 mRNAとの相補性が低い場合）による制御かは、
標的 mRNAと miRNAの相補性の程度により決定される。
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miRNA定量

miRNA定量に必要な全てを一つのシステムでカバー
適応性の高い miScript PCR Systemは RNAの cDNAへの変換から miRNAのリアルタイム PCR
検出、そして効率的なデータ解析までの miRNA定量に必要な全てのツールを提供します。 
miScript PCR Systemの構成品の詳細：

miScript II RT Kit

miScript II RT Kitを用いて 1本のチューブで逆転写反応を 1ステップで行なえます。デュアル 
バッファーシステムは、リアルタイム PCRを用いて mature miRNA発現の迅速なプロファイリ
ングと全ての RNA種の定量の両方を容易に実現するために開発されました（図 2）。

miScript HiSpec Bufferは選択的に mature miRNAsを cDNAに変換するため、バックグラウンド
シグナルのない mature miRNAのプロファイリングを迅速に行なえます。miScript HiFlex Buffer
は全ての RNA種（mature miRNA、precursor miRNA、noncoding RNA、mRNA）の cDNA合成
を促進します。従って、一本のチューブで miRNAの生合成、ゲノムワイドな miRNA、mRNA
制御の研究ができるという高いフレキシビリティーを提供します。

miScript II RT Kitに関する詳細は www.qiagen.com/miScriptRTを参照ください。

miScript PCR System ̶ アップグレードされたmiRNA定量法

次世代の miScript PCR Systemは SYBR® Greenによるリアルタイム PCRを用いて高感度で特異的な miRNA発現の定量
およびプロファイリングを実現します。miScript miRNA PCR Arraysは全 miRNomeあるいは様々な生物種に対応する 
パスウェイに特化した mature miRNAパネルで迅速な網羅的遺伝子発現の解析を行なえます。また、各種 miRNA（mature 
miRNAs、precursor miRNAs、その他の small noncoding RNAs［ncRNA］）に対応する個別アッセイはGeneGlobeポータル
サイト（www.qiagen.com/GeneGlobe）でご注文いただけます。

miScript PCR Systemの特長：

■■  miRNomeやパスウェイに特化した PCRアレイを用いて mature miRNA発現を高感度にプロファイリング

■■  同一 cDNAサンプルから mature miRNA、precursor miRNA、ncRNA、mRNAの定量を実現

■■ miScript miRNA PCR Array用の使いやすいオンライン無料データ解析ツール

miScript II RT Kit

miScript HiSpec Bufferを
用いた cDNA合成 

リアルタイム PCRで
mature miRNAだけを
プロファイリング／定量

リアルタイム PCRで
mature miRNA、precursor miRNA、

ncRNA、mRNAを定量

miScript HiFlex Bufferを
用いた cDNA合成

図 2. miScript II RT Kitデュアルバッファーシステム 
miScript miRNA PCR Arrayあるいは miScript Primer Assayを用いた mature miRNA定量を行なう際は、miScript HiSpec 
Bufferを cDNA合成に使用する。同一 cDNAから mature miRNA、precursor miRNA、noncoding RNA（ncRNA）、および
／あるいは mRNAを定量（適切な Primer Assayを使用）する際は、cDNA合成に miScript HiFlex Bufferを使用する。



4  www.qiagen.co.jp miRNA Brochure   05/2012

miScript SYBR Green PCR Kit

miScript SYBR Green PCR KitにはQuantiTect SYBR Green PCR Master Mixと miScript Primer 
Assays（mature miRNAに特異的な forwardプライマー）との組み合わせで mature miRNAを検
出できる miScript Universal Primer（reverse PCRプライマー）が入っています。本キットはリアル
タイム PCRを用いて精度の高い miRNA検出を実現するために至適化済みです。

miScript SYBR Green PCR Kitに関する詳細は www.qiagen.com/miScriptPCRを参照ください。

miScript Primer Assaysおよび miScript Precursor Assays

miScript Primer Assayは mature miRNAに特異的な forwardプライマーです。miScript Universal 
Primer（reverseプライマー）と組み合わせて使用することで miScript Primer Assaysは mature 
miRNAを特異的に検出できます。miScript Precursor Assayは precursor miRNAに特異的な
forwardプライマーと reverseプライマーのセットで、precursor miRNAのステムループを
特異的に定量します。miRBaseから最新の配列情報を用いて設計された全てのアッセイは、
GeneGlobeポータルサイト（www.qiagen.com/GeneGlobe）から入手できます。

miScript Assaysに関する詳細は www.qiagen.com/miScriptAssaysおよび www.qiagen.com/
miScriptPrecursorを参照ください。

miScript miRNA PCR Arrays 

mature miRNAに特異的な forwardプライマー（miScript Primer Assays）をアレイした miScript 
miRNA PCR Arraysは、miRNomeおよび生物学的パスウェイに特化したパネルです。miScript 
SYBR Green PCR Kitと共に使用することにより、miScript miRNA PCR Arraysは、迅速かつ特異
的で再現性の高い mature miRNA発現のプロファイリングを実現します。miScript miRNA PCR 
Arrayの各アッセイは、高感度で特異的な mature miRNA検出を確保するためウェット実験検証
済みで、信頼できる結果が得られます。

miScript miRNA PCR Arraysに関する詳細は www.qiagen.com/miScriptArraysを参照ください。

miScript PCR Controls

miScript PCR Controlsは miScript PCR Systemを用いたリアルタイム miRNA定量実験における
リアルタイム PCRを標準化するためのプライマーです。miScript PCR Controlsとして 5種類の
snoRNAsと 1種類の snRNAが入手できます。これらのコントロールはヒト、マウス、イヌ、 
ラット、アカゲザルに関する実験における標準化に使用できます。

生物種に関する最新情報および詳細情報は www.qiagen.com/miScriptControlsを参照ください。

miScript miRNA PCR Array Data Analysis Tool

miScript miRNA PCR Arrays用の使いやすい無料データ解析ソフトがオンラインで利用できます。
それぞれの miScript miRNA PCR Arrayのコンテンツに特化したデータ解析ツールが用意されて
います。生の CT値データが一度アップロードされると、解析ツールは PCRアレイのコントロー
ルを自動的に取り込み、∆∆CT法を用いて相対的な定量を実施、結果を様々なグラフで表記でき

るため、実験者はデータを迅速に判定できます。

データ解析の詳細情報は www.qiagen.com/miScriptAnalysisを参照ください。

miScript miRNA PCR Arrays

http://www.qiagen.com/miScriptPrecursor
http://www.qiagen.com/miScriptPrecursor
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表 1. 入手可能な miScript miRNA PCR Arrays
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図 3. miScript miRNA PCR Arrayレイアウト
miScript miRNA PCR Arraysには 84種類の miRNA用 miS-
cript Primer Assaysおよびデータ標準化用、逆転写、PCR
用のそれぞれのコントロールがセットされている。データ
標準化コントロールは 6種類の miScript PCR Control（10
ページ参照）と C. elegans miR-39用 Primer Assayを含む。
cel-miR-39アッセイは spike-in controlとして使用できる
Syn-cel-miR-39 miScript miRNA Mimicを検出する。Rotor-
Discおよび 384ウェルフォーマットも入手可能である。

最新の miRNA発現プロファイリング用ツール

miScript miRNA PCR Arraysを用いた miRNA発現プロファイリング
miScript miRNA PCR Arraysは mature miRNAに特異的な forwardプライマー（miScript Primer Assays）をアレイした miR-
Nomeや生物学的パスウェイに特化したパネルです（表 1）。これらの PCRアレイは即使用可能な各種フォーマット（384
ウェルプレート、96ウェルプレート、100-well Rotor-Disc ™）で入手可能です（表 2、図 3）。miScript miRNA PCR Arrays
は様々な生物種に対応しており、信頼できる結果を提供し、カスタマイズも可能です。各アレイにはサンプル調製から 
データ解析までの全実験をモニタリングできるコントロールがセットされています。これらのコントロールには、データ

の標準化用コントロール、逆転写反応コントロール、PCRコントロールが含まれています。miScript miRNA PCR Arrayの
各アッセイは、リアルタイム PCRによる高感度で特異的な mature miRNA検出を確保するためウェット実験検証済みです。

Manufacturer Cycler Format

QIAGEN Rotor-Gene ™ Q、Rotor-Gene 6000 R

Applied Biosystems® ABI ™ 5700、7000、7300、7500 Standard、7900HT Standard（96-well block）、7700、ViiA ™ 7（96-well block） A

ABI 7500 Fast、7900HT Fast（96-well block）、ViiA 7 Fast（96-well block）、StepOnePlus ™ C

ABI 7900HT、ViiA 7（384-well block） E

Bio-Rad® iCycler®、iQ ™ 5、MyiQ ™、MyiQ2、Chromo4 ™ A

CFX96 ™、DNA Engine Opticon®、DNA Engine Opticon 2 D

CFX384 ™ E

Agilent（Stratagene®） Mx3000P、Mx30005P A

Mx4000 D

Roche® LightCycler® 480（96-well block） F

LightCycler 480（384-well block） G

Eppendorf® Mastercycler® ep realplex 2、2S、4、4S A

TaKaRa TP-800 A

アレイ 生物種

Complete miRNome ヒト、マウス、ラット、イヌ、アカゲザル

miFinder ヒト、マウス、ラット、イヌ、アカゲザル

Brain Cancer ヒト、マウス、ラット

Breast Cancer ヒト、マウス、ラット

Cancer PathwayFinder ヒト、マウス、ラット

Cell Differentiation & Development ヒト、マウス、ラット

Immunopathology ヒト、マウス、ラット

Inflammatory Response & Autoimmunity ヒト、マウス、ラット

Neurological Development & Disease ヒト、マウス、ラット

Ovarian Cancer ヒト、マウス、ラット

Serum & Plasma ヒト、マウス、ラット

Custom Array ヒト、マウス、ラット、イヌ、アカゲザル、
その他の生物種

表 2. miScript miRNA PCR Arraysを使用できるリアルタイム PCR装置



6  www.qiagen.co.jp miRNA Brochure   05/2012

効率的で迅速な操作手順
miScript miRNA PCR Arraysを用いた miRNA発現プロファイリングは
簡単で適応性の高い方法です（図 4）。まず、miScript HiSpec Bufferを
用いて miScript II RT Kitで cDNAを調製します。次に cDNA、miScript 
Universal Primer、QuantiTect SYBR Green PCR Master Mix、RNaseフリー
水を混和した溶液を miScript miRNA PCR Arrayに分注し、リアルタイ
ム PCR装置にセットし反応を開始します。最後に miScript miRNA PCR 
Array Data Analysis Toolを用いてデータを解析します。

血清／血漿サンプル内のmiRNAバイオマーカー探索
生物学的なプロセスにおけるmiRNAの役割に関する新しい発見を促進
するため、パスウェイに特化した miScript miRNA PCR Arraysの種類
は常に増え続けています。miScript miRNA PCR Arraysの各アッセイが
最新データに基づき、生物学的に最適であるように、miScript miRNA 
PCR Arraysのコンテントは独自の方法を用いて選択しています。現在
miRNA研究で現在最も関心の高い分野の一つとして、血清や血漿サン
プルに存在する miRNAsプロファイルの評価があります。血清や血漿
中に比較的安定に存在する細胞外 miRNAsは、これら miRNAレベル
の変動が、様々な疾病の非観血的バイオマーカーとして利用できる可

能性があり、感心が高まっています。これらの動向を反映した結果、

血清および血漿中に存在する疾病に関与する最も重要な miRNA、84
種類をプロファイリングできるよう、Serum & Plasma miScript miRNA 
PCR Arrayを開発しました（図 5）。

図 4. miScript miRNA PCR Array の操作手順

図 5. 血清サンプル中 miRNAバイオマーカー探索
健常者（n=10）および乳がん患者（n=3）の血清からトータル RNAを分離した。miScript II 
RT Kitおよび添付の miScript HiSpec Bufferを用いて cDNAを調製した。リアルタイム PCR
による mature miRNAのプロファイリングのために miScript SYBR Green PCR Kitと共に
Human Serum & Plasma miScript miRNAを用いた。 A  健常者血清 3サンプルでの CT値は
非常に高い再現性を示している。 B  2-∆CT値のスキャッタープロットは健常者血清と乳がん
患者の血清プールにおける mature miRNA発現レベルで有意な差異があることを示してい
る（赤線で示されている部分は ±3倍）。
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2.  cDNA を miScript Universal Primer、QuantiTect SYBR 
Green PCR Mastermix、水と混和し、その溶液をmiScript 
miRNA PCR Arrayのウェルに分注。

3.  リアルタイム PCR装置で反応実施

4.  データを解析
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FFPEサンプル中に保存されたmiRNA発現情報を解明
ホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）組織サンプルは過去の miRNA発現プロファイルを知る
ための非常に重要なサンプルの一つです。QIAGENは FFPEサンプルを有効に利用するための完
璧なソリューションを提供しています。トータル RNA精製用のmiRNeasy FFPE Kitは、フェノー
ル・クロロホルム抽出法のような他の miRNA精製法に比べ、その収量および性能において卓越
した結果を提供します。また、miScript miRNA PCR Arraysにより FFPEサンプル内に存在する価
値あるmiRNAの発現プロファイルを解析できます（図 6）。

お客様のモデルシステムにおける最大のmiRNA発現プロファイルを保存
パスウェイに特化したアレイに加え最新のmiRNome miScript miRNA PCR Arraysがヒト、マウス、
ラット、イヌ、アカゲザルを含む様々な生物種で入手可能です。1 µg以下のトータル RNAを用
いてヒトの全 miRNA、miRNomeを迅速にプロファイリングできます（図 7）。

図 6. FFPEサンプル中のmiRNA発現プロファイリング
健常者および肺がん患者由来の FFPE肺組織切片（5 µm）から miRNeasy FFPE Kitを用いてトータル RNAを分離した。 
miScript II RT Kitと添付の miScript HiSpec Bufferを用いて cDNAを調製した。リアルタイム PCRによる mature miRNA発現
のプロファイリングにHuman miFinder miScript miRNA PCR ArrayとmiScript SYBR Green PCR Kitを組み合わせて使用した。
A  3つの肺がん患者 FFPEサンプルにおける CT値は非常に高い再現性を示している。 B  健常者サンプルとがんサンプルを
比較した 2-∆CT値のスキャッタープロットは、2種類の組織タイプにおける mature miRNA発現レベルで有意な差異がある
ことを証明している（赤線で示されている部分は ±3倍）。

図 7. モデルシステムにおける miRNA発現プロファイリング
5-aza-2'-deoxycytidine（5-aza-2'-dC）demethylation試薬で処理、未処理の HCT 116大腸がん細胞から miRNeasy Mini Kitを
用いてトータル RNAを分離した。この試薬は DNAに取り込まれ、メチル化反応を起こす DNA methyltransferaseの活性部
位に共有結合された結果、DNA methyltransferaseを不可逆的に阻害する。miScript II RT Kitと miScript HiSpec Bufferを用い
て cDNAを調製した。リアルタイム PCRによる mature miRNA発現のプロファイリングに Human miRNome miScript miRNA 
PCR Arrayと miScript SYBR Green PCR Kitを使用した。 A   2-∆CT値のスキャッタープロットは、2種類のサンプルの mature 
miRNA発現レベルで有意な差異を証明している。 B  ボルケーノブロットは制御された miRNAを示している（赤線で示され
ている部分は ±4倍）。5-aza-2'-dCで処理した HCT 116細胞では、104種類の miRNAsは顕著にアップレギュレートされ、
30種類はダウンレギュレートの程度が高かった。p値で 0.05を用いると（青線で記載）、104種類の miRNAのうち 89種類
のアップレギュレーションが、また 30種類の miRNAのうち 21種類のダウンレギュレーションで有意差があった。

-8 -4 0 4 8
1

0.1

0.01

0.001

0.0001

0.00001

p 
va

lu
e

Log2 (fold regulation)

1.E-05

1.E
-05

1.E
-04

1.E
-03

1.E
-02

1.E
-01

1.E
+00

1.E
+01

1.E
+02

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

5-
az

a-
2'

-d
C 

tre
at

ed
 H

CT
 1

16
 c

el
ls

Untreated HTC 116 cells

-8 -4 0 4 8
1

0.1

0.01

0.001

0.0001

0.00001

p 
va

lu
e

Log2 (fold regulation)

1.E-05

1.E
-05

1.E
-04

1.E
-03

1.E
-02

1.E
-01

1.E
+00

1.E
+01

1.E
+02

1.E-04

1.E-03

1.E-02

1.E-01

1.E+00

1.E+01

1.E+02

5-
az

a-
2'

-d
C 

tre
at

ed
 H

CT
 1

16
 c

el
ls

Untreated HTC 116 cells

1.E-04

1.
E-0

4
1.

E-0
3

1.
E-0

2
1.

E-0
1

1.
E+

01

1.
E+

02

1.
E+

04

1.E-01

1.E-02

1.E+00

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.
E+

03

1.
E+

00

2 
-Δ

CT
 T

um
or

 lu
ng

 F
FP

E 
tis

su
e

2 -ΔCT Normal lung FFPE tissue

1.E-03

1.E+01

1 13 25 37 49 61 73

38

30

26

22

18

14

10

C T v
al

ue

34

miRNA

FFPE isolation 1
FFPE isolation 2
FFPE isolation 3

1.E-04

1.
E-0

4
1.

E-0
3

1.
E-0

2
1.

E-0
1

1.
E+

01

1.
E+

02

1.
E+

04

1.E-01

1.E-02

1.E+00

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.
E+

03

1.
E+

00

2 
-Δ

CT
 T

um
or

 lu
ng

 F
FP

E 
tis

su
e

2 -ΔCT Normal lung FFPE tissue

1.E-03

1.E+01

1 13 25 37 49 61 73

38

30

26

22

18

14

10

C T v
al

ue

34

miRNA

FFPE isolation 1
FFPE isolation 2
FFPE isolation 3

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T t

ec
hn

ic
al

 r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT technical replicate 1

y = 0.9805x + 0.6841
R2 = 0.9862

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T b

io
lo

gi
ca

l r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT biological replicate 1

y = 1.0075x + 0.2891
R2 = 0.989

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T t

ec
hn

ic
al

 r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT technical replicate 1

y = 0.9805x + 0.6841
R2 = 0.9862

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T b

io
lo

gi
ca

l r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT biological replicate 1

y = 1.0075x + 0.2891
R2 = 0.989

15 20 25 30

30

25

20

15
M

ea
n 

C T t
ec

hn
ic

al
 r

ep
lic

at
e 

2

Mean CT technical replicate 1

y = 0.9805x + 0.6841
R2 = 0.9862

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T b

io
lo

gi
ca

l r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT biological replicate 1

y = 1.0075x + 0.2891
R2 = 0.989

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T t

ec
hn

ic
al

 r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT technical replicate 1

y = 0.9805x + 0.6841
R2 = 0.9862

15 20 25 30

30

25

20

15

M
ea

n 
C T b

io
lo

gi
ca

l r
ep

lic
at

e 
2

Mean CT biological replicate 1

y = 1.0075x + 0.2891
R2 = 0.989



8  www.qiagen.co.jp miRNA Brochure   05/2012

リアルタイム PCRデータの解析を簡便化
それぞれの miScript miRNA PCR Array用のデータ解析ツールをオンラ
インから無料で利用できます。このデータ解析ツールはウェブベース

か Excel®フォーマットで、相対的な定量に ∆∆CT法を用いて自動的に

定量します（図 8）。

miScript miRNA PCR Array Data Analysis Toolsが自動的に実施できる

事項：

■■ コントロールウェルを含んだ解釈

■■ ∆∆CT法を用いて fold-changeを計算

■■ 様々な図表フォーマットで結果を表示

miRNA生合成メカニズムを解明
precursor miRNAの mature miRNAへの関係を調べる実験では、同一
cDNAサンプルから両タイプの miRNAを検出する必要があります。そ
の場合には、miScript II RT Kitと添付の miScript HiFlex Bufferを用い
て調製した cDNAを用います。そして、miScript Primer Assaysを用
いて mature miRNAを、miScript Precursor Assaysを用いて precursor 
miRNAsをリアルタイム PCRで検出します（図 9）。miScript Primer 
Assaysおよび miScript Precursor AssaysはそれぞれGeneGlobeポータ
ルサイトで入手できます。mature miRNAと precursor miRNAの相対的
な割合は miRNAごとで変動します。さらに、mature miRNAsは異なる
条件や異なる組織では違った precursor miRNAsから発現することもあ
ります（図 9）。

miScript PCR Starter Kitを用いてmiScript PCR Systemを
簡便にセットアップ
miRNA研究を初めて実施する研究者には、miRNA定量実験に必要
な全ての製品が入った miScript PCR Starter Kitを販売しています。本
キットは逆転写反応やリアルタイム PCR用の試薬だけではなく、ヒト
miR-15a用の miScript Primer Assayおよび RNU6-2用の miScript PCR 
Controlも入っています。本キットを用いて実験のセットアップを至適
化しモニタリングできます。miRNA研究の興味ある分野での実験開始
に最適なツールです。

図 9. mature miRNAと precursor miRNAの検出
miRNeasy Mini Kitを用いて HeLa S3細胞からトータ
ル RNAを精製した。miScript II RT Kitと添付の miScript 
HiFlex Buffer を用いて cDNAを調製した。miScript Primer 
Assays を用いて mature miRNA を、miScript Precursor 
Assaysを用いて precursor miRNAsをリアルタイム PCRで
検出し、RNU6-2用の miScript PCR Control を標準化に使
用した。mature miRNAと precursor miRNAの相対的な
レベルは異なる miRNAで変動し、異なるゲノム遺伝子
座から発現した異なる precursor miRNAでも同じ mature 
miRNAが生成される。

図 8. ウェブベースのソフトウェアで簡単にデータ解析

5

10

15

20

let
-7a

-1

let
-7a

-2

let
-7a

-3

miR-
24

-2

miR-
27

a

mir-1
03

-2

miR-
22

1

miR-
18

a

miR-
98

Δ
C T (

Re
la

tiv
e 

to
 R

N
U

6-
2)

 

Pre-miRNA
Mature miRNA



miRNA Brochure   05/2012 Sample & Assay Technologies 9

再現性の良い高感度な miRNA定量
適応性の高い miRNA検出システムは、感度が高く、幅広い定量ダイナ
ミックレンジが必要です。さらに、プライマーはほぼ 100％の増幅効
率で、miRNAアイソフォーム間の差異を判別できなければなりません。
再現性の高い実験を実現できる定量のための操作手順も簡単であるべ

きです。miScript PCR Systemは、miRNA発現プロファイリングあるい
は miRNA生合成研究においても、本システムの利点を発揮できるこ
とが証明されています。miScript HiSpec Bufferあるいは miScript HiFlex 
Bufferのどちらを用いて cDNAを調製した場合でもわずか 10コピー
の miRNAを検出できます（図 10）。ほぼ 100％の増幅効率を持つプラ
イマーを用いたデータ作成にはわずか 10 pgのトータル RNAしか必
要ありません。感度が高いだけではなく、プライマー特異性の高さも 
保証されています。miScript PCR Systemは、わずか 1塩基しか違わな
い場合でも miRNAファミリーの類似性の高いアイソフォーム間の差異
を区別できます（表 3）。miScript PCR Systemを初めて使用するお客様
でも技術的、生物学的に再現性の高い結果が得られます（図 11）。

図 10. わずか 10コピーの miRNAを高精度に検出 
miScript II RT Kitと添付の miScript HiFlex Bufferを用いて合
成miR-21から cDNAを合成した。10コピーから106コピー
の cDNAと miScript PCR Systemを用いてリアルタイム
PCRを行なった。miRNAのコピー数が増加すると CT値は
直線的に減少することから、広範囲のテンプレート量にわ
たり高感度な検出を示唆している。miScript HiSpec Buffer
を用いた場合も同様の結果が得られた（データ未掲載）。

図 11. 技術的および生物学的に再現性の高い繰り返し実験 
トータル RNAを次のようなサンプルから miRNeasy Mini Kitを用いて精製した。 A  継代
数が同じで同一の HeLa S3細胞ペレット 2つ、および B  異なる時期に異なる株ストック
から採取した 2種類の HeLa S3細胞ペレット。miScript II RT Kitと添付の miScript HiSpec 
Bufferを用いて cDNAを調製した。miFinder miScript miRNA PCR ArrayをmiRNAプロファ
イリングに使用した。繰り返し実験のプロット CT値は、技術的にも生物学的にも再現性
の高いことを示した。これらの実験は miScript PCR Systemを初めて使用したユーザーに
より行なわれた。

Let-7ファミリーはわずか 1塩基単位で異なるアイソフォームが存在する。各 Let-7アイ
ソフォーム（Let-7a～ Let-7i、miR-98）に対応する合成 miRNAを miScript II RT Kitと添付
の miScript HiFlex Bufferを用いた cDNA合成に使用した。miScript HiSpec Bufferを用いて 
同じ実験を実施したが、類似した結果が得られた（データ未掲載）。各 cDNAをテンプレー
トとして、それぞれのアイソフォームに対応する miScript Primer Assayを用いてリアル 
タイム PCR反応を行なった。完全にマッチしている miScript Primer Assayとミスマッチな
miScript Primer Assaysで得られた CT値の差異を用いて相対的な検出率（％）を計算した 
（％ relative detection = 2-∆CT x 100）。miScript PCR Systemは非常に類似したアイソフォー
ムメンバーを効率良く判別した。
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miR-98 0.0 0.2 100.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1

Let-7d 0.1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0

Let-7e 0.1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.2 0.0 0.0 0.0

Let-7a 0.1 0.6 0.0 0.5 3.1 100.0 0.1 0.0 0.0

Let-7f 0.6 0.1 0.0 0.1 0.0 1.0 100.0 0.1 0.1

Let-7g 0.6 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.2

Let-7i 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 100.0

表 3. miScript Primer Assaysの特異性
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QIAGENの miRNAプロファイリング受託サービス
RNA Isolation Serviceおよび miScript miRNA PCR Array Serviceでは、専門知識を持つQIAGEN
サイエンティストチームがお客様の精製された核酸をお預かりし、miRNAプロファイリングを
行ないます。

サンプルから結果までを提供する QIAGEN miRNA Services内容：

■■ QIAGENキット（miRNeasyあるいは PAXgene Kits）を用いたトータル RNA精製

■■ miScript II RT Kitを用いた逆転写反応

■■  miScript miRNA PCR Arraysを用いたmiRNomeあるいはパスウェイに特化した発現プロファ

イリング

■■ miScript miRNA PCR Array Data Analysis Tool*を用いたデータ解析

*  販売開始準備中です（2012年 6月現在）。詳細はパスウェイサイエンティスト（Tel：03-6890-7312）までお問い合わせ
ください。

miRNA定量のための標準化コントロール

リアルタイム PCRにおいて正確で再現性の高い miRNA定量結果を得るためには、適切な内在性リファレンス RNAを用
いてターゲット miRNAの発現量を標準化することが必要です。これは相対定量法として知られています。標準化は、不
正確な結果を引き起こす可能性がある因子を補正するだけではなく、異なる実験やサンプルの直接比較を可能にします。

miScript PCR Controlsにより、miScript PCR Systemで得たヒト、マウス、ラット、イヌ、アカゲザルのリアルタイム PCR
による miRNA発現データを標準化できます。生物種の最新リストは www.qiagen.com/miScriptControlsを参照ください。

miScript PCR Controlsの利点：

■■  全コントロールはヒト、マウス、ラット、アカゲザルで効果的に

使用可能

■■ ほぼ 100％の非常に高い増幅効率

■■ 様々な細胞や組織で一定した発現レベル

信頼性の高い結果を実現
miScript PCR Controlsは 5種類の snoRNAsと 1種類の snRNAのパネ
ルを定量するようにデザインされたプライマーです。これらの RNAは
様々な組織や細胞タイプにおいて比較的安定して発現しています（図

12）。miScript PCR Controlsはほぼ 100％の増幅効率を実現します。
miScript HiSpec BufferあるいはmiScript HiFlex Bufferで調製した cDNA
は miScript PCR Controlsと共に使用できます。miScript PCR Controls
はすべてのmiScript miRNA PCR Arraysにセットされています（図3）が、
GeneGlobeポータルサイト（www.qiagen.com/GeneGlobe）での個
別注文も可能です。

図 12. 標的 RNAの一定した発現レベル
様々なヒト組織から精製したトータル RNA（200 ng）を miScript II RT Kitと添付の A  miScript HiSpec Bufferあるいは B  miScript HiFlex Bufferを用いて
cDNAに変換した。miScript PCR Systemと各 miScript PCR Controlを用いて 1 ngの cDNAでリアルタイム PCRを行なった。CT値は各 RNA発現レベルが
異なる組織間でも非常に類似していることを示している。マウス、ラット、イヌ、アカゲザルの組織を用いた場合でも同様の結果が得られた（データ未掲載）。
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機能解析

図 14. 内在性 miRNAと miScript miRNA Mimicによる同様
の発現抑制
HeLa S3細胞内では miR-1は発現していないが、miR-16は
大量に発現している。HiPerFect Transfection Reagentを用
いて HeLa S3細胞（6 x 104細胞／ウェル）に次のように
トランスフェクトした。3' UTRに miR-1結合部位を持つル
シフェラーゼレポーターコンストラクトのみ；3' UTRに
miR-1結合部位を持つルシフェラーゼレポーターコンスト
ラクトと miR-1 Mimicをコトランスフェクト；3' UTRに
miR-16結合部位を持つルシフェラーゼレポーターコンスト
ラクトのみ。24時間後にルシフェラーゼ活性を測定した。
miR-1 Mimicは内在性 miR-16と同様にルシフェラーゼ活性
低下を引き起こした。

図 13. miScript miRNA Mimics、miScript miRNA Inhibitors、miScript Target Protectorsの作用機序
A  miRNAsあるいは miScript miRNA Mimicsは標的 mRNAに結合し、全ての標的遺伝子発現のダウンレギュレーションを引き起こす。 B  miScript miRNA 
Inhibitorsは対応する miRNAに結合するため、その miRNAが標的とする全ての遺伝子で発現がおこる。 C  miScript Target Protectorは特定の miRNA結合
部位に結合するためその標的遺伝子だけは発現するが、他の標的遺伝子発現は抑制された状態を保持する。

より正確で詳細な miRNA機能研究を実現

miRNA機能研究により、特定 miRNAの標的および役割の同定、個別 miRNAのミスレギュレーションによる生物学的
な影響の解析、特定の miRNAと標的遺伝子の確認が可能です。miScript miRNA Mimics、miScript miRNA Inhibitors、 
miScript Target Protectorsを用いて様々な機能性研究を実施できます（図 13）。これらの製品はチューブ、96ウェル 
プレートや 384ウェルプレートなど、様々なスケールやフォーマットでお届けしています。

miRNA機能解明のための方法：

■■ miScript miRNA Mimicsを用いて内在性 miRNA制御のシミュレーション

■■ miScript miRNA Inhibitorsを用いて内在性 miRNAを抑制

■■ miScript Target Protectorsを用いて miRNAが標的とする 1遺伝子のみをプロテクト

miScript miRNA Mimicsを用いて内在性 miRNA機能を再現
miScript miRNA Mimicsは細胞へのトランスフェクション後に内在性 miRNAと同様の機能を 
持つ合成二本鎖 RNAです（図 13）。miScript miRNA Mimicsは内在性 miRNAで観察されるよう
に遺伝子発現の抑制を引き起こします（図 14）。遺伝子発現はトランスフェクション後 72時間
まで効果的に阻害されています（データ未掲載）。
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miScript miRNA Inhibitorsを用いて内在性 miRNAを
ブロック
miScript miRNA Inhibitorsは化学修飾された合成一本鎖 RNAで、細胞
への導入後に miRNA機能を特異的に阻害します（11ページ、図 13）。
miScript miRNA Inhibitorsは内在性 miRNA機能の効果的な阻害を実現
するようにデザインし、修飾されています（図 15）。経時実験はトラ
ンスフェクション後少なくとも 96時間は miScript miRNA Inhibitorsの
効果があることを示唆しています（データ未掲載）。

miScript Target Protectorを用いて一つのmiRNA標的を
選択的にプロテクト
miScript Target Protectorsは修飾された合成一本鎖 RNAで、miRNAと
1種類の標的遺伝子の相互作用を特異的に阻害する一方、同じ miRNA
が標的とする他の標的遺伝子の発現制御には影響を与えません（11
ページ、図 13）。miScript Target Protectorのトランスフェクション後、
miScript Target Protectorは mRNA上の miRNA結合部位に結合し、こ
の部位へ miRNAのアクセスをブロックし、特定 miRNAによる遺伝子
のダウンレギュレーションを阻害します（図 16、17）。miScript Target 
Protectorのトランスフェクション後に表現型あるいは遺伝子発現解析
を行ないます。標的遺伝子の発現増大、シグナル伝達パターンの変化、

表現型の変化は、miRNAとその標的遺伝子が研究対象のパスウェイ 
あるいは表現型に関与している証明になります。

図 15. miRNA由来のサイレンシング効果を阻害するmiScript 
miRNA Inhibitor
HeLa S3細胞内では miR-1は発現していないが、miR-16
は大量に発現している。3' UTRに miR-16結合部位を持つ 
ルシフェラーゼレポーターコンストラクトを miR-16 
Inhibitorと共に HeLa S3細胞（6 x 104細胞／ウェル）に
HiPerFect Transfection Reagentを用いてコトランスフェク
トした。様々な濃度の miR-16 Inhibitorを用いて阻害効果
に最適な濃度を調べた。ネガティブコントロールとして
miR-1 Inhibitorのみを細胞にトランスフェクトした。また、
ポジティブコントロールとして、miRNA結合部位のない 
ルシフェラーゼコンストラクト（WT）を細胞にトランス
フェクトした。miR-16 Inhibitorのトランスフェクション
後にルシフェラーゼ発現が増大し、内在性 miR-16による 
レポーター遺伝子発現抑制を miR-16 Inhibitorが阻害したこ
とを示唆した。

図 16. 信頼できる miRNA阻害効果 
miR-16はMCF-7細胞内で発現している。miR-16との結
合部位をもつルシフェラーゼレポーター・コンストラク
トおよび同じ結合部位をプロテクトする miScript Target 
Protectorを様々な量で一緒にトランスフェクトした。全て
の量において、miRNAによる抑制が阻害されルシフェラー
ゼの発現が顕著に増加した。Neg. control：ルシフェラー
ゼ・コンストラクトとNegative Control miScript Target 
Protectorのコトランスフェクション。Unregulated：miR-16
結合部位をもたないルシフェラーゼ・コンストラクト。
Attractene Transfection Reagentをコトランスフェクション
に使用した。

図 17. miScript Target Protectorトランスフェクション後の表現型の変化
miR-9は細胞の生存能力に非常に重要な遺伝子のダウンレギュレーションを引き起こす。
MCF-7細胞に miR-9 miScript miRNA Mimic（10 nM）をトランスフェクト、あるいは
miR-9 miScript miRNA Mimic（10 nM）と miScript Target Protector （細胞生存関連遺伝子
の miR-9結合部位をプロテクト、1 µM）をコトランスフェトした。72時間後に、細胞生
存を光学顕微鏡で観察した。トランスフェクションには HiPerFect Transfection Reagentを
使用した。miR-9 miScript miRNA Mimicのトランスフェクションにより高レベルで細胞死
が起こったが、遺伝子の miR-9結合部位に対応するようにデザインされた miScript Target 
Protectorと miR-9 miScript miRNA Mimicのコトランスフェクションにより細胞死は起こら
なかった。miScript Target Protectorが miR-9のダウンレギュレーションを阻害したため、
細胞生存に関する遺伝子が発現できた。

Untransfected Mimic
Mimic + 

target protector Untransfected Mimic
Mimic + 

target protector Untransfected Mimic
Mimic + 

target protector Untransfected Mimic
Mimic + 

target protector 
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精製

トータル RNA精製あるいは miRNAの濃縮
miRNeasyおよび PAXgene miRNA Kitsは約 18ヌクレオチド以上の
RNAを含むトータル RNAを精製できます。また、殆どのサンプルタ
イプ（FFPEのような分解の激しい RNAサンプルや大きな RNAを少量
しか含まない血清／血漿サンプルなど以外）では、miRNeasy Kitsを用
いて miRNA濃縮画分（<~200 nt）とトータル RNA画分（>~200 nt）
を別々に精製できます。miRNeasyおよび PAXgene miRNA Kitsを用い
て精製した RNAはノーザンブロット解析、マイクロアレイ解析、リア
ルタイム定量 RT-PCRのようなアプリケーションに最適です。RNAsの
濃縮により、特定のアプリケーション（例；いくつかのマイクロアレ

イシステム）においてバックグラウンドが低減することもありますが、

miScript miRNA PCR Arraysおよび miScript Primer Assaysを用いた解析
では不要です。

*  QIAsymphony装置を用いたヒト全血からの miRNA精製の自動化にはQIAsymphony 
PAXgene Blood RNA Kitをご利用ください。

高品質な miRNA精製

品質の低い RNAは酵素反応を阻害したり、非効率的な small RNA精製は不正確な結果につながることがあるため、
miRNAを含有する高品質なトータル RNA精製は miRNA定量実験を成功させるための必須条件の一つです。miRNA精
製用製品の miRNeasyおよび PAXgene miRNA Kitsは、実験に最適な最高品質を持つ RNAをお届けします（表 4）。フェ
ノールを利用した抽出・沈殿法のような miRNA精製法に比べて、卓越した収量で miRNAを精製できます（図 18、19）。
必要に応じて、miRNAはQIAcube ™ やQIAsymphony ™ 装置を用いて精製の自動化も可能です（詳細は弊社ウェブサイト

www.qiagen.com/automationをご覧ください）。

miRNA精製用 miRNeasy、PAXgene Kitsの特長：

■■ 高純度 RNAの精製

■■ 全てのアプリケーションに最適な RNA

■■ 様々なサンプルタイプからの精製を実現

キット サンプルタイプ

miRNeasy Mini Kit 動物／ヒトの組織および細胞

miRNeasy 96 Kit 動物／ヒトの組織および細胞

miRNeasy Micro Kit 少量の動物／ヒトの組織および細胞

miRNeasy Serum/Plasma Kit 血清、血漿、その他の体液

miRNeasy FFPE Kit ホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）組織サンプル

PAXgene Blood miRNA Kit* PAXgene Blood RNA Tube内で安定化済みのヒト全血

PAXgene Tissue miRNA Kit PAXgene Tissue Container内で固定、安定化した動物／
ヒトの組織

表 4. miRNA精製用キット一覧リスト

図 18. フェノール抽出・沈殿調製法と比較して卓越した性
能を実現する miRNeasy Kit
幅広い細胞数の Jurkat細胞から miRNeasy Mini Kitある
いはフェノール抽出と沈殿による RNA調製法を用いて
miRNAを含むトータル RNAを精製した。精製した RNA
を miRNA miR-16のリアルタイム定量 RT-PCRアッセイ
のテンプレートとして使用した。結果は miRNeasy Kitに
よる精製 RNAがより低い CT値であったことを示してお
り、miRNeasy Kitがフェノール抽出・沈殿調製法に比べ
てより高い収量で miRNAを精製できたことを示唆してい
る。miRNeasy Kitを用いてわずか 1 x 102個の細胞から
miRNAを効率的に精製できた。しかしフェノール抽出・
沈殿調製法では 1 x 102個の細胞から 40サイクルの PCR
増幅後にも miRNAは検出されなかった。

図 19. フェノールが混入していない高純度 RNA
miRNAを含むトータル RNAを Jurkat細胞（1 x 106個）
から miRNeasy Mini Kitあるいはフェノール抽出・沈殿
調製法を用いて RNAを精製した。吸光度スペクトルは
miRNeasy Kitで精製した RNAの最大ODが 260 nmであ
ることを示した。しかし、沈殿を用いた精製では 260 nm
以上に最大OD値があり、フェノールの混入を示唆してい
る。さらに、230 nmでのOD値が沈殿を利用して調製し
た RNAでより高いことから、塩類のキャリーオーバーが
あることを示唆している。
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細胞および組織からの効果的な精製
miRNeasy Mini、Micro、96 Kitsは、使用できるサンプル量が少量の組
織および細胞からでさえ効率的な RNA精製を実現し、また溶解困難な
組織を含む様々な組織や細胞からの RNA精製も可能です。miRNAを
含むトータル RNAを精製できるため、標的 mRNA、リファレンスとし
てのハウスキーピング遺伝子、あるいは関心のある他の mRNAの発現
レベルと miRNAの発現レベルを直接比較できます（図 20）。

血清／血漿からの遊離 miRNA精製
遊離 miRNAsは異なるがんや糖尿病のような疾病を判定するバイオ
マーカーとして利用できる可能性を秘めています。いくつかのがんで

は、血清や血漿から精製した RNAを用いて数種類の miRNAの発現変
異が観察されました。miRNeasy Serum/Plasma Kitを用いて微量の血
漿や血清からトータル RNAを精製できます。miRNeasy Serum/Plasma 
Spike-In Controlは血清や血漿サンプルからサンプル調製を行なう際の
標準化のための合成 spike-in controlです。精製した RNAは miScript 
PCR Systemと共にバイオマーカーの検索に使用できます。

FFPE切片からの高品質な RNA精製
クロスリンクや断片化は FFPE切片から核酸を精製する際に大きな問
題となります。miRNeasy FFPE Kitは RNAのホルマリンクロスリン
クを遊離し効率的に RNAを精製する一方、RNAが更に分解しないよ
うに、特別の溶解条件およびインキュベーション条件を用いていま

す。DNaseと DNase反応を最適化する DNase Booster Bufferを用いて
RNAを処理することで、リアルタイム RT-PCRのようなアッセイを阻
害する可能性がある微量の小さな DNAフラグメントも除去できます。
miRNeasy FFPE Kitと miScript PCR Systemを用いることで FFPEサンプ
ルに保存されているトータル RNAの有用な発現データを利用すること
が可能です（図 21および 7ページ、図 6）。
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図 21. FFPE組織由来 miRNAの効率的なリアルタイム定量
RT-PCR
ラット肝臓組織をホルマリンで 24時間あるいは 60時間
固定し、miRNeasy FFPE Kitを用いて miRNAを含むトー
タル RNAの精製を行なった。miRNA miR-16および miR-
29a、PGK1遺伝子の mRNAを検出するために、miScript 
PCR Systemを用いたリアルタイム定量RT-PCRのテンプレー
トとして精製した RNAを用いた。固定の時間が長いと
RNAの分解度が高くなり、特に長いアンプリコンへの影響
が大きいことが明確であった。これらの結果は、同じ溶出
液から 2種類の miRNAと mRNAの検出に成功したことを
示している。
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図 20. miRNAを含むトータル RNAを様々な組織から効果
的に同時精製
RNAlater®で安定化した様々なラット組織（25 mg）から
miRNeasy 96 Kitを用いて miRNAを含むトータル RNAを
精製した。miR-16および PGK1遺伝子のリアルタイム定
量 RT-PCRアッセイのテンプレートとして精製した RNAを
用いた。これらの結果は同じ溶出液から PGK1 mRNA（高
分子 RNA）と miRNA miR-16の両方の検出に成功したこ
とを示している。
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miRNAに関するイノベーティブなサンプル調製およびアッセイテクノロジーは www.qiagen.com/miRNAを
ご覧ください。

記載の製品は研究用です。疾病の診断、治療または予防の目的には使用することはできません。最新のライセンス情報および製品ごとの否認声明に関しては
www.qiagen.co.jpの“Trademarks and Disclaimers”をご覧ください。QIAGENキットのHandbookおよび User Manualはwww.qiagen.co.jpから入手可能です。

Trademarks: QIAGEN®, QIAcube ™ , QIAsymphony ™ , GeneGlobe®, miScript ™ , QuantiTect®, Rotor-Gene ™ , Rotor-Disc ™ (QIAGEN Group); PAXgene® (PreAnalytiX GmbH); Roche®, LightCycler® (Roche Group); 
Eppendorf®, Mastercycler® (Eppendorf AG); Agilent®, Stratagene® (Agilent Technologies); Bio-Rad®, iCycler®, Chromo4 ™ , CFX96 ™ , DNA Engine Opticon®, CFX384 ™ , iQ ™ , MyiQ ™ (Bio-Rad Laboratories, Inc.);  
ABI ™ , Applied Biosystems®, StepOnePlus ™ , ViiA ™ , SYBR® (Life Technologies Corporation); Excel® (Microsoft, Inc.). 

“RNAlater®” is a trademark of AMBION, Inc., Austin, Texas and is covered by various U.S. and foreign patents.
本文に記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 2301993 05/2012   © 2012 QIAGEN, all rights reserved.

オーダーインフォメーション

製品名 内容 Cat. no.

miRNeasy Mini Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 217004

miRNeasy Micro Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 217084

miRNeasy Serum/Plasma Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 217184

miRNeasy Serum/Plasma  
Spike-In Control

10 pmol C. elegans miR-39 miRNA mimic spike-in control 
for serum/plasma samples

219610

miRNeasy 96 Kit (4) Columns, plasticware, and reagents for 4 x 96 preps 217061

miRNeasy FFPE Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 217504

PAXgene Tissue miRNA Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 766134

PAXgene Blood miRNA Kit (50) Columns, plasticware, and reagents for 50 preps 763134

QIAsymphony PAXgene Blood RNA Kit (96) Reagent cartridges, accessories, and buffers for 96 preps 762635

miScript II RT Kit (12) Reagents for 12 x 20 µl cDNA synthesis reactions 218160

miScript II RT Kit (50) Reagents for 50 x 20 µl cDNA synthesis reactions 218161

miScript SYBR Green PCR Kit (200) Reagents for 200 x 50 µl PCRs 218073

miScript SYBR Green PCR Kit (1000) Reagents for 1000 x 50 µl PCRs 218075

miScript PCR Starter Kit (80) Reagents for 12 x 20 µl cDNA synthesis reactions and  
80 x 25 µl PCRs

218193

miScript Primer Assay (100) miRNA-specific primer for 100 x 50 µl PCRs Varies*

miScript Precursor Assay (100) Precursor-specific primer pair for 100 x 50 µl PCRs Varies*

miRNome miScript miRNA PCR Array miRNome panels of miRNA assays 331222

miScript miRNA PCR Array Pathway or disease panels of miRNA assays 331221

Custom miScript miRNA PCR Array Custom panels of miRNA assays 331231

miScript miRNA Mimic 1 nmol, 5 nmol, or 20 nmol mimic Varies*

miScript miRNA Inhibitor 1 nmol, 5 nmol, or 20 nmol inhibitor (option of  
phosphorothioate modification)

Varies*

miScript Target Protector 5 nmol target protector Varies*

*  これらの製品の検索・ご注文は www.qiagen.com/GeneGlobeからお願いします。
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